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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 388,418 ― 27,613 ― 28,594 ― 21,339 ―

2021年３月期第３四半期 453,599 △1.3 24,465 6.9 25,476 9.0 16,826 13.4
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 21,720百万円( ―％) 2021年３月期第３四半期 16,568百万円( 16.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 431.12 430.41

2021年３月期第３四半期 340.03 339.39
　

(注)2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号）等を適用しており、2022年３月期第

３四半期の各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載してお

りません

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 471,114 219,725 46.2

2021年３月期 453,646 202,503 43.9
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 217,665百万円 2021年３月期 199,354百万円

(注１)2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号）等を適用しており、2022年３月期
第３四半期の各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
(注２)第１四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前連結会計年度に係
る数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しております。

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － － － 70.00 70.00

2022年３月期 － － －

2022年３月期(予想) 80.00 80.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 500,000 ― 30,000 ― 30,800 ― 34,600 ― 699.01
(注１)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

(注２)2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号）等を適用しており、上記の連結業
績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、【添付資料】10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 49,845,343株 2021年３月期 49,834,143株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 341,045株 2021年３月期 346,315株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 49,498,469株 2021年３月期３Ｑ 49,485,190株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報あるいは想定できる市場動向などを前提としており、
不確実性が含まれています。実際の業績は、今後の様々な要因により、予想と異なる結果となる可能性がありま
す。なお、上記業績予想に関する事項は、【添付書類】５ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）
連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間においては、世界各国において変異株をはじめとする新型コロナウイルス感染症の再

拡大が見られるなど、感染症から生じたさまざまな問題の影響は今後も続くことが予想されます。国内においては、

感染症の再拡大への注視が必要な一方、感染対策に万全を期し、経済社会活動を継続していく中で、各種政策の効

果や海外経済の一部での改善もあり、持ち直しの動きが続くことが期待されています。

そのような中、新型コロナウイルス感染症への対応として、森永乳業グループは生活必需品である食品を製造す

る企業としての使命を果たせるよう、従業員の安全と健康に引き続き最大限の配慮をし、出来る限り商品の供給を

継続すべく取り組んでまいりました。そして、感染症拡大以前と比べた大きな需要の変化として、前年よりは幾分

持ち直しているものの、外食産業、ホテル、観光業、お土産等向け業務用乳製品は依然として需要減少となってい

る一方、健康に貢献する機能性素材やヨーグルト、アイスクリームをはじめとする家庭内需要は堅調に推移してい

ます。また、海外では、世界的な健康ニーズの高まりを背景に機能性素材への需要が拡大するなど、社会や生活者

意識、ビジネスの環境は大きく変化しました。

＜中期経営計画の概要＞

2019年４月より「森永乳業グループ10年ビジョン」のもと、2022年３月期までの３年間を確固たる事業基盤づく

りの期間と位置付け、

・「４本の事業※1の柱横断取り組み強化による持続的成長」

・「経営理念実現に向けたESGを重視した経営の実践」

・「企業活動の根幹を支える経営基盤の更なる強化」

の３つを基本方針に定め、売上高6,300億円、営業利益300億円を数値目標とする中期経営計画を策定し、取り組

んでいます。（上記数値目標は計画策定時。2022年３月期の業績予想は売上高5,000億円、営業利益300億円（2022

年２月９日業績予想修正））

※1 ①ＢtoＣ事業、②ウェルネス事業、③ＢtoＢ事業、④海外事業の4事業

＜当期の主な取り組み事項＞

当期は３年間の中期経営計画の最終年となります。さらなる企業体質ならびに事業の強化に努めてまいります。

なお、2022年３月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日、以下「収益認識

会計基準」）等を適用するため、前年比較につきましては2022年３月期予想値と2021年３月期を収益認識会計基準

を適用した数値にあわせたものとの比較で算出しております。

・新型コロナウイルス感染症の影響への対応。

-業務用・オフィス需要の回復、家庭内・健康需要の市場変化に対応した販売活動。

-前期に抑制されたオペレーションコストの反動増、原材料・エネルギー価格上昇によるコスト増への対応。

-原材料調達、物流、財務など事業を支える機能の確立。

・お客さまのニーズに応える商品の提供とその価値訴求に努め、高付加価値商品の拡大、健康に貢献する機能性

素材の積極的な販売促進活動、海外事業の拡大。

・サステナブルな社会づくりに貢献するため、CO2排出量、用水使用量・排水量、プラスチック使用量、食品ロス

削減取り組みへの注力。

・生産効率の改善等によるオペレーションコストの削減。
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・経営基盤の更なる強化に向け、グループ全体の生産拠点再編推進（2021年３月東京工場生産中止）。

・資産効率の改善（近畿工場跡地売却、港南ビル（東京都港区）売却：2022年３月期に特別利益計上予定）。

・次期中期経営計画発表に向けた、ステークホルダーとの対話の強化。

これらの結果、当社グループの連結売上高は、BtoC事業では高付加価値商品や健康に貢献する商品の拡大により、

ヨーグルト、アイスクリームなどが増収となりました。また、前期は大きな減少となりましたBtoB事業における業

務用乳製品の反動増もあり、全体では増収となりました。

連結の利益面では、世界的な需要の高まりや円安の進行などによる、原材料価格の上昇の影響がありました。こ

れに対し、利益率の高い事業や商品の拡大によるプロダクトミックスの改善、グループ全体でのコストの見直しな

どをより一層推進しました。BtoB事業の反動増などもあり、利益面では前年を上回りました。

連結売上高 388,418百万円 （前年比 2.7％増）

連結営業利益 27,613百万円 （前年比 12.7％増）

連結経常利益 28,594百万円 （前年比 12.1％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益 21,339百万円 （前年比 26.6％増）

　 （その他重要経営指標）

売上高営業利益率 7.1％

　 ROE（自己資本利益率） 10.2％

　 海外売上高比率 8.4％

　 （参考）中期経営計画における事業分野別（４本の事業の柱）業績概況

① 　BtoC事業：チーズなどが前期の家庭内需要の増加に対する反動減となった一方、ヨーグルト、アイスクリー

ムなどが堅調に推移し増収となりました。また、健康ニーズの高まりを受け「トリプルヨーグルト」「ビヒダ

ス ヨーグルト 便通改善」などの機能性表示食品が好調に推移し、プロダクトミックス改善にも大きく貢献い

たしました。

利益面では、原材料価格の上昇の影響はありましたが、売上数量の増加、プロダクトミックスの改善に加え、

販売活動のコントロールなど、経費の抑制を進めたこともあり増益となりました。

BtoC事業売上高 203,586百万円 （前年比 0.3％増）

BtoC事業営業利益 15,346百万円 （前年差 1,374百万円増）

② 　ウェルネス事業：クリニコ社の販売、健康栄養補助食品としての大人向け粉ミルク「ミルク生活」、健康食

品などが拡大し増収となりました。

利益面では、原材料価格の上昇の影響はありましたが、増収効果に加え、販売活動のコントロールなど、経

費の抑制を進めたこともあり増益となりました。

ウェルネス事業売上高 33,824百万円 （前年比 1.9％増）

ウェルネス事業営業利益 3,302百万円 （前年差 259百万円増）

③ 　BtoB事業：構成比の高い業務用乳製品は前期の大幅減の反動から大きく増収となりました。一方、健康ニー
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ズの高まりから、当社の保有する機能性素材への高い関心も継続しています。

利益面では、原材料価格の上昇の影響はありましたが、売上利益の大幅な増加などにより増益となりまし

た。

BtoB事業売上高 62,330百万円 （前年比 11.0％増）

BtoB事業営業利益 3,184百万円 （前年差 783百万円増）

④ 　海外事業：育児用ミルクなどの輸出が前期の大幅増の反動から減収となりましたが、乳原料を製造販売する

ミライ社は増収となりました。加えて、2021年３月にベトナム・Elovi(エロヴィ)社を新たに連結子会社とし

たことなどから増収となりました。

利益面では、増収効果に加え、利益率の高い機能性素材が拡大したことでプロダクトミックスの改善が進み

増益となりました。

海外事業売上高 32,533百万円 （前年比 11.8％増）

海外事業営業利益 5,692百万円 （前年差 1,592百万円増）
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、「現金及び預金」や季節的要因により「受取手形、売掛金及び契約

資産」が増加したことなどから、合計では前連結会計年度末に比べ、174億６千７百万円増の4,711億１千４百万円

となりました。

負債の部は、「コマーシャル・ペーパー」は減少した一方、「預り金」や「支払手形及び買掛金」が増加したこ

となどから、合計では前連結会計年度末に比べ、２億４千５百万円増の2,513億８千８百万円となりました。

純資産の部は、「利益剰余金」の増加などにより、合計では前連結会計年度末に比べ172億２千２百万円増の

2,197億２千５百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の43.9％から46.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきまして、第３四半期までの業績および今後の市場状況の見通しから業績予想

数値を修正いたしました。詳細につきましては、本日（2022年２月９日）公表いたしました「業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,262 27,419

受取手形及び売掛金 61,573 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 75,294

商品及び製品 49,324 46,487

仕掛品 828 1,046

原材料及び貯蔵品 16,439 17,803

その他 8,556 8,691

貸倒引当金 △368 △290

流動資産合計 155,615 176,452

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 87,730 84,466

機械装置及び運搬具（純額） 93,691 91,118

土地 57,185 56,844

その他（純額） 15,730 16,738

有形固定資産合計 254,336 249,167

無形固定資産 7,968 9,706

投資その他の資産

投資有価証券 21,193 20,924

その他 14,621 15,031

貸倒引当金 △90 △168

投資その他の資産合計 35,724 35,787

固定資産合計 298,030 294,661

資産合計 453,646 471,114
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,764 54,885

電子記録債務 4,695 5,554

短期借入金 3,292 3,084

1年内返済予定の長期借入金 7,936 8,069

コマーシャル・ペーパー 10,000 －

未払法人税等 4,169 5,178

未払費用 33,413 33,242

預り金 16,111 22,474

その他 16,524 14,844

流動負債合計 144,906 147,332

固定負債

社債 50,000 50,000

長期借入金 30,404 28,517

退職給付に係る負債 20,985 21,464

その他 4,846 4,073

固定負債合計 106,236 104,056

負債合計 251,142 251,388

純資産の部

株主資本

資本金 21,787 21,821

資本剰余金 19,947 19,979

利益剰余金 153,540 171,442

自己株式 △708 △706

株主資本合計 194,566 212,536

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,625 7,197

繰延ヘッジ損益 73 4

為替換算調整勘定 △1,131 △415

退職給付に係る調整累計額 △1,779 △1,657

その他の包括利益累計額合計 4,787 5,128

新株予約権 203 174

非支配株主持分 2,945 1,885

純資産合計 202,503 219,725

負債純資産合計 453,646 471,114
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 453,599 388,418

売上原価 305,443 291,288

売上総利益 148,155 97,130

販売費及び一般管理費 123,689 69,516

営業利益 24,465 27,613

営業外収益

受取利息 12 26

受取配当金 1,001 803

受取家賃 233 213

持分法による投資利益 67 20

その他 939 780

営業外収益合計 2,254 1,843

営業外費用

支払利息 525 562

デリバティブ評価損 341 －

その他 375 300

営業外費用合計 1,243 862

経常利益 25,476 28,594

特別利益

固定資産売却益 93 4,380

その他 78 243

特別利益合計 171 4,624

特別損失

固定資産処分損 392 332

公益財団法人ひかり協会負担金 1,370 1,260

工場再編費用 475 1,217

その他 81 203

特別損失合計 2,319 3,013

税金等調整前四半期純利益 23,329 30,204

法人税等 6,382 8,761

四半期純利益 16,946 21,443

非支配株主に帰属する四半期純利益 120 103

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,826 21,339
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 16,946 21,443

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12 △425

繰延ヘッジ損益 34 △134

為替換算調整勘定 △534 665

退職給付に係る調整額 113 121

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 50

その他の包括利益合計 △378 277

四半期包括利益 16,568 21,720

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,413 21,681

非支配株主に係る四半期包括利益 154 39
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当社(提出会社)及び連結子会社において当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表への

影響はありません。

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

この適用による主な変更は次のとおりであります。

従来は販売費及び一般管理費に計上しておりました顧客に支払われる対価のうち、顧客から受領する別個の財

又はサービスと交換に支払われるものである場合を除き、売上高から減額する方法に変更しております。また、

当社及び連結子会社が代理人に該当する一部の取引において、従来は顧客から受け取る対価の総額で収益を認識

しておりましたが、総額から仕入先に対する支払額等を差し引いた純額を収益として認識する方法へ変更してお

ります。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は73,687百万円減少し、売上原価は22,009百万円減少し、販売

費及び一般管理費は51,698百万円減少し、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益は20百万円増加

しております。また、利益剰余金の当期首残高は12百万円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計

基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧

客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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３．その他

（重要な資産の譲渡）

当社は、2022年２月９日開催の取締役会において、以下のとおり、当社が所有する固定資産を譲渡することを決

議しました。なお、本決議は譲渡先の資産運用会社の投資委員会において、本譲渡が承認されることを前提に行っ

たものです。

１．譲渡の理由

経営資源の有効活用および資産効率の向上のため、当社が所有する固定資産を譲渡するものであります。

２．譲渡資産の内容

譲渡資産の内容および所在地
土地（東京工場跡地） 66,798.00㎡ ※１

東京都葛飾区奥戸一丁目29-1

譲渡価格 ※２

帳簿価格 ※２

譲渡益（予定） 650億円 ※３

現況 遊休

　 ※１ 本譲渡資産を信託設定したうえで、同信託設定に基づく信託受益権を譲渡する予定で

　 す。

　 ※２ 譲渡価格、帳簿価格については、当該資産運用会社の要望により開示を控えさせていた

　 だきます。

　 なお、帳簿価格は当社の連結純資産の30％未満であります。

　 ※３ 譲渡益は、譲渡価格から帳簿価格と譲渡に係る費用等の見積額を控除した概算額です。

３．譲渡先の概要

譲渡先の詳細は、当該資産運用会社が当該土地において賃貸用物流施設を開発・運用するために設立する特定目

的会社でありますが、当該資産運用会社の要望により公表を控えさせていただきます。なお、契約締結時に開示事

項の経過として名称を適時開示いたします。また、当社と当該譲渡先ならびに当該資産運用会社との間には資本関

係、人的関係、取引関係および関連当事者として特記すべき事項はありません。

４．譲渡の日程

①取締役会決議日 2022年２月９日

②契約締結日 2022年３月１日（予定）

③引渡期日 ※ 2023年４月（予定）

　 ※上記の引渡期日は、当該固定資産に係る信託受益権の譲渡の期日です。

　


